
 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが自ら学ぶ学校へ 

校長 西村雄一 

 遅くなりましたが、新年あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたしま

す。保護者、地域の皆様におかれましては、良い年をお迎えになられたことと拝察いたします。しか

し、昨年末よりインフルエンザやコロナ感染拡大の勢いは留まる様子はなく、室蘭保健所管内の定点把

握の数値によりますと、現在（1/16現在）も非常に高い数値を示しており、予断の許されない状況が続

いています。各家庭におかれましては、引き続き、手洗いやマスク着用など感染予防の徹底をお願いい

たします。 

 さて、冬休み中も大きな事故やけが等の報告はなく、児童は 1月 16日に元気に登校し、地球岬小学

校の令和 6年度の 3学期が始まりました。3学期は、1年のまとめの学期であり、同時に次年度へのス

テップとなる大切な学期となります。学校としては、まずは、先日ご協力いただいた学校評価結果をも

とに、3学期中にできることからスピード感を持って改善および強化して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上のグラフは、「目標とする家庭学習時間を行っていない」割合を学年毎に児童・保護者の数値で示

したものです。両者の評価に有意差がないことから、実態として精度が高いと思われます。そうなる

と、4～６年生の学習時間不足が気になります。 

冬休み中に「思考の整理学（著：外山滋比古 ちくま文庫）」という本を読みました。そこには、 

「学校の生徒は、先生と教科書にひっぱられて勉強する。（中略） 独力で知識を得るのではない。いわばグラ

イダーのようなものだ。自力では飛び上がることはできない。」「学校はグライダー人間の訓練所である。飛行機

人間は作らない。グライダーの練習に、エンジンのついた飛行機などがまじっていては迷惑する。危険だ。学校

では、引っ張られるままにどこへでもついて行く従順さが尊重される。」（いずれも 9頁）と書かれていました。 

1983年に刊行された 40年ほど前の本ですが、私は、これらのことばに衝撃を受けました。本当に、

学校は自ら学びにむかう子ども達を育成してきたのだろうか。家庭学習しないことを子ども自身や環境

のせいにしてこなかっただろうか。いちばんの原因は、学校教育のあり方だったのかもしれないと考え

ました。今年度の残り時間は少ないですが、「主体的に学びにむかう子ども」の育成に向けて、学校を

取り巻くすべての皆様とともに知恵を出し合い、できることをひとつひとつ進めて参ります。本年も皆

様の変わらぬご理解、ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 

室蘭市立地球岬小学校  学校便り  令和７年１月２４日 Ｎｏ．１０ 

室蘭市母恋北町 2-12-8  ℡25-3800 Fax25-3801          

ホームページアドレス http://www2.muroran.iburi.ed.jp/~chikyumisaki/ 

 

≪学校教目標≫ 

知恵のある子 （地 ち） 

きたえる子  （球 き） 

未来に生きる子（岬 み） 
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３学期のスタートです 

 1 月 1６日(木)、久しぶりに体育館に全校児童
が集まり、３学期始業式を行いました。 

 ５年生の児童代表２人が、冬休み中の出来事や
思い出、３学期の抱負を発表しました。 

 

 

 
 

４日(火) ６年高齢者疑似体験学習  
 ５日(水) 1,2 年だんパラそり学習 

1,2,5,6 年弁当日 3～4 年給食 
 7 日(金) 新入生 1 日入学・保護者説明会 
１１日(火) 建国記念の日 
１４日(金) 2 年教職員向け公開授業研究会 
     （２年生以外は午前授業） 
１８日(火) １・２年参観日 13:25～ 
１９日(水) ３・４年参観日 13:25～ 

２０日(木) ５・６年参観日 13:25～ 
           学校運営協議会 18:30～ 

２１日(金) ４年スケート学習 
２３日(日) 天皇誕生日 
２４日(月) 振替休日 
２５日(火) 児童委員会 
２６日(水) ５年はちどりプロジェクト石鹸づくり 
２７日(木) ６年スケート学習 
２８日(金) ６年生を送る会 
    

来年度の学級編成に関わるため、校区外への引っ越しの

ご予定がありましたら、早めにお知らせください。 

                             お ね が い 
 アプリから欠席連絡をいただく際、「体調不良」でお休みの場合は、熱の有無や症状等をご記入 
ください。また、いただいた内容について詳細をお伺いすることがあります。ご了承ください。 

冬休みのがんばりから 

 たくさんの自由研究から一部をご紹介します。
（冬休み明けは全校一斉での作品展示をしてお
りません。ご了承ください） 

１２月学校評価アンケート結果 

 学校評価にご協力いただき誠にありがとうございま

した。４段階評価の平均値でお知らせいたします。 

・「楽しく学校に通っている」と、ICT 活用の項目は、

児童・保護者ともに高評価となっています。 

・学力向上について児童は高評価です。全道で実施し

ている「チャレンジテスト」の結果等からも成果が

見られます。取組の様子については、今後とも機会

をとらえてお伝えしてまいります。 

・あいさつについては、児童・保護者で回答に差が見ら

れ、学校外でのあいさつができていないことも考え

られます。学校としては引き続きあいさつの大切さ

を継続して指導してまいりますので、家庭でもご指

導をお願いします。 

・家庭での学習習慣の醸成や、ゲームやネット等の使

い方についても、引き続き家庭でのご指導をお願い

します。 

  全ての評価項目と自由記述、学校の見解につきましては、紙面の都合上、
学校 HP に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。 

網掛け太字は平均３以上 

児童・保護者共通項目 児童 保護者

1 楽しく学校に通っている 3.22 3.19

2
(児童)自分に良いところがある・(保護者)
よさを認めきめ細かい指導を行っている

2.88 3.07

3
学校は学力向上に向けて努力し、子どもた
ちが「わかった」「できるようになった」
と感じている

3.27 2.99

4
クロームブックやICT機器が効果的に活用
されている

3.41 3.17

5
目標とする家庭学習時間を行っている
（学年×10＋10）分 2.47 1.28

6
学校は体力向上に向けて努力し、子ども達
も学校以外で体を動かしたり、運動したり
している。

2.99 3.04

7 おうちや外であいさつを進んでしている 3.38 2.85

8
学校は子供同士のトラブルや不登校に対し
て保護者との連携、子どもとの相談に乗っ
て対応している。

2.85 3.1

9
ゲームやインターネット・スマホなどの使
い方で、おうちの人との約束を守っている

3.01 2.51

3.05 2.80平均


